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理事会便り  
第 1 回理事会 (6 月 15 日 総代会会場) 

議決事項 

1．理事長、副理事長、専務理事、事務局長の互選、及び顧問の選任について  

標記の件下記のとおり議決しました。 

理事長  吉田隆幸 再任（代表理事）   事務局長 矢吹美樹  再任 

副理事長 川島俊也 再任         顧問   梅原健次郎 再任 

副理事長 山岸道子 新任         顧問   桑原龍太  新任 

専務理事 稲葉壮ニ  再任（代表理事）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9 回通常総代会で承認された理事・監事 

 

 

 

第 2 回理事会 (6 月 26 日 本部会議室) 

議決事項 

 1．役員報酬の決定について 

  第 9 回通常総代会で役員報酬限度額の決定を受けて、個々の役員の報酬額について、前期と同額とすることを

議決しました。 

 2.「すまいる net」との提携について 

  神奈川県建設労働組合連合会がすすめている住宅事業「すまいる net」と、提携することを議決しまし

た。機関紙「かがやいて」に「すまいる net」のチラシ折込を協力し、生協はその手数料を受け取りま

す。従来からお付き合いのある「一級建築士グループ」や、「建設組合」との関わりに配慮しながらす

すめます。 

 

報告事項 (主な報告より抜粋) 

1．夏の賞与の支給について 

常勤職員 1.3 ヶ月、非常勤職員 0.25 ヶ月を、7 月 15 日に支給することを確認しました。 
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か 

第９回通常総代会  6 月 15 日開催 

理事会提案の 6議案全てが可決されました 

   

が 

や 

い 

て 

 

 

理
事
長
あ
い
さ
つ 

 

吉
田 

隆
幸 

理
事
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

私
ど
も
神
奈
川
高
齢
者
生
協
が
発
足
し
た
の
は
平
成
８
年
で
、
生
活
協
同
組
合
と
し
て

法
人
化
さ
れ
た
の
が
平
成
１
２
年
で
す
の
で
、
今
年
度
は
１
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
今
年
の
１
１
月
に
は
１
５
周
年
記
念
事
業
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
な
ん
と

か
右
肩
上
が
り
で
発
展
し
て
こ
れ
た
こ
と
は
、
組
合
員
、
職
員
、
関
係
者
の
方
々
の
努
力

と
ご
支
援
の
賜
物
だ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
２
年
は
、
残
念
な
が
ら
赤
字

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
一
昨
年
は
介
護
保
険
制
度
改
定
の
影
響
、
及
び
当
生
協
の
職
員
給 

与
を
世
間
並
み
に
改
善
し
た
影
響
で
、
経
常
剰
余4

7
6

万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
デ
イ
あ
や
と
り 

の
投
資
費
用
が
予
想
外
に
増
え
た
事
等
が
響
き
、
経
常
剰
余
で1

,8
7

3

万
円
の
赤
字
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で 

今
年
度
は
、
黒
字
化
す
る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
る
体
制
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
の
事
業
見
通
は
、
超
高
齢
社
会
が
進
む
中
で
、
大
都
市
の
高
齢
者
の
増
大
は
確
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す

の
で
、
事
業
の
市
場
と
し
て
は
有
望
視
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
新
規
事
業
者
の
参
入
も
増
え
、
競
争
が
激
化
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
事
業
の
仕
組
み
の
根
幹
で
あ
る
介
護
保
険
制
度
も
、
平
成
２
７
年
に
は
改
定
さ
れ
ま
す
。 

大
き
な
点
は
利
用
者
負
担
の
増
額
で
、
高
齢
者
に
よ
っ
て
は
１
割
負
担
か
ら
２
割
負
担
に
変
わ
り
、
利
用
ニ
ー

ズ
が
減
る
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
要
支
援
の
利
用
者
の
予
防
介
護
訪
問
・
通
所
介
護
は
国
か
ら
市
町
村
に

移
行
す
る
た
め
、
現
在
の
事
業
内
容
に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。
私
ど
も
生
協
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
変

化
を
見
極
め
な
が
ら
、
確
実
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

そ
こ
で
最
も
大
切
な
事
は
、
我
々
生
協
の
介
護
事
業
が
地
域
で
着
実
に
評
価
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
理
事
長
と
し
て
１
年
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
、
職
員
の
方
々
が
ま
じ
め
に
熱
心
に
仕
事
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
質
の
向
上
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
生
協
と
し
て
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に
は
、
昨
年
決
め
た
「
目
指
す
介
護
５
項
目
」
の 

全
面
実
践
を
す
す
め
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
本
年
度
か
ら
は
、
職
員
研
修

の
強
化
や
訪
問･

居
宅
・
通
所
部
会
で
の
事
例
検
討
を
活
発
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

以
上
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
等
で
、
組
合
員
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま 

す
の
で
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

検索 

 

 

新任の役員 

理事 伊藤 智 (川崎中部所長)   

  岩田由美子 (いたど訪問所長) 

  小野 辰夫 (デイあやとり所長) 

  岡田 伸男 (本部事業開発企画担当) 

  瀬能恵津子 (いたど通所所長) 

監事 星野 正思 (員外) 
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第 9回通常総代会に、8名のご来賓にご出席を頂きました 

市川英彦 様 (高齢者生協連合会会長理事)     成田 誠 様 (センター事業団神奈川事業本部本部長) 

田尻孝二 様 (高齢者生協連合会副会長理事)    千葉宣明 様 (センター事業団神奈川事業本部事務局長) 

丸山善弘 様 (神奈川県生協連専務理事)       平尾弘子 様 (ワーカーズコープキュービック専務理事) 

相田祐二 様 (コープ葬祭代表取締役社長)      佐野伸子 様 (ワーカーズコープキュービック監事) 

代表して市川会長と丸山専務理事にご挨拶を頂きました。 

 以下ご挨拶の要旨を、事務局で編集させて頂きました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

市
川 

英
彦 

様 

つ
い
先
日
の
６
月
７
日
、
高
齢
者
生
活
協
同
組

合
連
合
会
第
１
３
回
通
常
総
会
が
新
潟
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
２
つ
の
大
き
な
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
１
つ
目
は
、
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
連 

合
会
の
財
政
と
、
組
織
運
営
の
自
立
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
が
踏
み
出

せ
た
こ
と
で
す
。
２
つ
目
は
、
２
つ
の
県
か
ら
新
た
に
高
齢
者
生
活
協
同

組
合
連
合
会
に
加
盟
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
京
都
生
活
協
同
組
合
く

ら
し
コ
ー
プ
京
都
と
、
大
分
県
福
祉
協
同
組
合
で
す
。
こ
れ
で
全
国
の

２
３
県
が
加
盟
さ
れ
、
連
合
会
の
力
が
広
が
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
憲
法
を
解
釈
に
よ
っ
て
変
え
よ
う
と
い
う
動
き
が
、
す
ご
く
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
一
内
閣
の
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
変
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
と
こ
ろ
で
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
私
ど
も
に
、
す
ご
く
関
係
が
深
い
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
組

合
員
の
中
に
は
、
直
接
戦
争
で
恐
怖
や
悲
惨
な
体
験
を
し
た
方
も
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
家
族
や
近
親
者
、
友
人

が
戦
争
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
た
方
も
、
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
な
に
よ
り
も
、
苦
労
を
し
た
高
齢
者
の
尊
厳
を
守
る
と
言
う

意
味
で
も
、
と
っ
て
も
重
要
な
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
９
条
を
含

め
た
改
憲
を
、
断
固
と
し
て
阻
止
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決

意
を
固
め
て
お
り
ま
す
。 

 

私
は
人
が
信
頼
し
あ
う
関
係
を
高
め
る
こ
と
が
、
戦
争
を
と
め
る
抑

止
力
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
他
人
を
信
頼
す
る

心
、
協
同
の
心
を
持
つ
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
事
は
、
「
一
人
は
万
人

の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に
」
の
心
と
一
致
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
憲
法
の
精
神
は
協
同
組
合
の
精
神
と
一
致
し
て
い
る
と
い
え
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
憲
法
を
守
っ
て
い
く

こ
と
は
、
協
同
組
合
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 

クロスワード  5 月号の解答は、「ハイビジョン」 

※ 住所、氏名の記載忘れの方がおられます。回答をお寄せいただく際には、もう一度ご確認下さい。 

 

 

 

①a ② ③ ⑥b ⑦

c ⑤

d

e f ⑧

g ④

h

ヨコのカギ 

a 剣道で一歩踏み込めば攻撃できる距離。 

b 知らないのに、知っている振りをすること。 

c コンドロイチンと一緒にとると膝の軟骨細胞の

形成にいいらしい。 

d ねずみを駆除する薬、猫は不要らしい。 

e 海を英語で言うと。 

f バラ科の落葉高木、春に美しい花が咲く。花

見と言えば・・・ 

g 怪獣と戦うヒーロー、M78 星雲からやってきた

とか。○○○○マン 

h Dr．○○、風水家で有名らしい。 

 

 

 

 

① 

元
素
記
号
Ｍ
ｇ
。 

② 

飲
め
な
い
人
に
無
理
に
す
す
め
て
は
い

け
ま
せ
ん
。 

③ 

や
す
ら
ぐ
場
所
を
〇
〇
〇
の
空
間
と

も
言
い
ま
す
。 

④ 

脂
が
の
っ
て
お
い
し
い
マ
グ
ロ
。 

⑤ 

血
液
ド
ロ
ド
ロ
の
反
対
は
・・。 

⑥ 

ふ
く
ろ
う
科
の
鳥
の
う
ち
、
頭
に
耳
の

よ
う
な
形
に
羽
毛
が
立
っ
て
い
る
も
の

の
総
称
。 

⑦ 

日
本
の
通
貨
単
位
。 

⑧ 

下
痢
止
め
と
い
え
ば
〇
〇
〇
の
マ
ー
ク

の
薬
が
有
名
。 

 

太枠の 4文字で、言葉を創って下さい。 

ヒント・・〇〇〇ル 

解答を、葉書か FAX で本部までお送り下さい。お

便りや作品の投稿も合わせてお寄せ下さい。 

正解者には抽選で 5 名様にクオカードを差し上げ

ます。 

 

  

総代会前の午前企画/通所職員研修報告、骨盤体操/井出・浅山さん、介護予防リハビリ研究会/櫨木さん 

 

 

  
 

 

コープ総合葬祭ゆきげ からご案内 

 

ゆきげは、今年も「終活」を応援します。 

総代会での「ゆきげ」展示コーナーでは、昨年度の報告と最新情報をお

届けすることが出来ました。 

事前相談のお薦めをしたところ「安心ファイル」に関心を示して頂き、

仕組みの説明、また「ペット火葬・霊園」についてのご質問からも、紹

介の機会を頂くことが出来ました。日々の仕事の中で、ご利用者さんと

のお別れの場面に接した経験から「グリーフ=悲願の悲しみ」の癒し方

について、葬儀をとりまく声を通して現状を知ることにつながりまし

た。 

資料請求・学習会申し込み等「ゆきげ案内センター」をご活用下さい。 

これまでも・これからも、ゆきげは「終活」を応援します。 

 

ゆきげ 学習推進担当  杉浦 光子 
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 事業所だより・ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

ケアステ－ションたむら訪問・通所介護事業所 

 
 

 

 

 

 

  落合市長    前市長大蔵氏 

 

 

 

 

 

 

 

山内氏の三味線 

 

 

 

 山内さんの三味線 

 

 ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
た
む
ら
１
０
周
年 

新
緑
が
眩
し
い
ほ
ど
晴
れ
た
５
月
２
５
日(

日)

、
ケ
ア
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
た
む
ら
１
０
周
年
記
念
式
典
及
び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
式
は
事
業
所
の
立
ち
上
げ
か
ら
今
日
ま
で
、
最
前
線
で
走
り
続

け
て
い
る
福
島
さ
ん
よ
り
、
ご
来
賓
の
方
々
、
ご
利
用
者
の
方
々
へ

の
感
謝
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

ま
ず
、
吉
田
理
事
長
か
ら
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
総
勢

１
０
０
名
の
ご
出
席
者
の
中
よ
り
、
平
塚
市
長
落
合
氏
、
前
市
長
大

蔵
氏
、
市
会
議
員
鈴
木
氏
・
端
氏
、
元
た
む
ら
生
活
相
談
員
中
村
氏

よ
り
お
祝
い
の
暖
か
い
お
言
葉
や
、
今
後
の
高
齢
化
社
会
の
政
策
、

取
り
組
み
、
支
援
の
構
築
な
ど
の
お
話
し
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
た
む
ら
を
ご
利
用
し
て
頂
い
て
い
る
山
内
氏
の
津
軽
三

味
線
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
で
歌
や
盆
踊
り
の
輪
も
で
き
ま
し

た
。 お

い
し
い
昼
食
を
は
さ
み
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い
賑
や
か
な
会
と

な
り
ま
し
た
。 

ご
臨
席
を
頂
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

通
信
員
：
玉
腰 

デイあやとり 本総代会をもって 5 名の理事と 1 名の監事が退任されました。代表して桑原前副理事長と城戸前監事よ

りご挨拶を頂きました。以下ご挨拶の要旨です。長きにわたりありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

来
賓
の
ご
挨
拶 

丸
山 

善
弘 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 「
高
齢
者
」
は
な
に
か
ち
ょ
っ
と
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
わ 

れ
る
事
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
「高
齢
者
」は 

「
生
き
る
名
人
」
で
あ
り
、
社
会
の
中
の
と
て
も
大
切
な
財
産
な 

の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
高
齢
者
生
協
が
掲
げ
て
い
る
「３
つ 

の
合
言
葉
」
の
す
ば
ら
し
い
運
動
が
、
も
っ
と
も
っ
と
地
域
社
会
の
中
で
共
感
を
広
げ
、

伸
び
て
い
く
事
を
心
よ
り
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
３
ケ
月
間
の
中
で
印
象
的
な
２
つ
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、

2
0
0
7

年
、
当
時
９
１
歳
の
認
知
症
の
男
性
が
電
車
に
は
ね
ら
れ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
、

家
族
に
Ｊ
Ｒ
東
海
が

7
2
0

万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
た
裁
判
が
あ
り
ま
し
た
。
第
２

審
の
名
古
屋
高
裁
で
の
判
決
で
は
、
奥
様
に
対
し
て
「
見
守
り
」
を
惰
っ
た
過
失
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
約3

6
0

万
円
の
賠
償
を
命
じ
た
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。 

も
う
ひ
と
つ
判
決
が
あ
り
ま
す
。
福
井
地
裁
の
大
飯
原
発
の
運
転
差
し
止
め
請
求
の

判
決
で
あ
り
ま
す
。
「
コ
ス
ト
問
題
に
関
連
し
て
、
国
富
の
流
失
や
損
失
の
議
論
が
あ
る

が
、
た
と
え
大
飯
原
発
の
運
転
停
止
に
よ
っ
て
多
額
の
赤
字
が
出
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を

国
富
の
流
失
や
損
失
と
い
う
べ
き
で
は
な
く
、
豊
か
な
国
土
と
、
そ
こ
に
国
民
が
根
を
下

ろ
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
国
富
で
あ
り
、
こ
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
、
国
富
の
損
失
で
あ
る
。
」
と
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
今
の
世
の
中
は
、
名
古
屋

高
裁
で
の
判
決
や
、
福
井
地
裁
の
判
決
の
よ
う
に
、
２
つ
の
価
値
観
の
せ
め
ぎ
あ
い
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

何
が
こ
の
社
会
の
中
で
大
切
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
揺
れ
動
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

人
の
命
と
人
の
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
協
同
組
合
で
、
特
に
、
命
や
暮
ら
し
に
対
し
て
、

直
接
的
に
関
わ
る
事
業
と
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
皆
様
は
、
も
っ
と
も
っ
と
地
域
社

会
の
中
で
共
感
を
広
げ
て
仲
間
を
増
や
し
、
力
を
つ
け
て
、
地
域
か
ら
世
の
中
を
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
協
同
組
合
は
一
人
ひ
と
り
が
、
一
人
ひ
と
り

の
願
い
を
実
現
す
る
場
、
そ
し
て
社
会
的
、
経
済
的
弱
者
に
助
け
合
う
事
が
で
き
る
社

会
、
そ
の
存
在
や
そ
の
活
動
が
大
変
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

桑原前理事長 

       私が当生協の役員として関係するよう

になって、10 年が経過します。この間に、

当生協も非常に大きく発展したと思いま

す。私も監事として 6年、理事長として 3 

年、副理事長として 1年ということで、今回退任をするこ 

とになりました。私も現在 82歳です。この年になるまで皆 

様と共に高齢協の仕事に参加できた事は、私の誇りとす 

るところです。日本は高齢者がますます増加していきま 

す。高齢協の役割も大きくなりますし、支持も高まってく 

ると思われます。いろいろ困難にも直面すると思います 

が、皆さん全員で、大きな夢を持ち、知恵を出し合って、 

立派な高齢協を作り上げていただきたいと思います。私も 

これから顧問としてその事業をお手伝いしていきたいと思 

います。皆さん長い間、本当にありがとうございました。 

 

 

 

  

 

城戸前監事 

        ちょうど生協法人に変わる頃の

2000 年から監事をやらせて頂き

ました。 最初の時は、経営が苦し 

くて、経理を担当された方も相当苦労をされて、大変 

だったと思うのですけれど、その後を継いでやっておら 

れる方もすばらしいと思います。こういう経理の処理を 

するスピードが超人的です。こんなに立派なものをさっ 

と出来上がってしまうことはすごい事です。資料を見て 

びっくりしているくらいです。私も良い経験が出来たと思 

っております。 

 私もまだまだ 94 歳ですけれど、表彰状をもらえるく

らいに、がんばってみようかなと思います。これからもい

ろいろご厄介になる事があるかと思いますけれど、どう

ぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

「
デ
イ
あ
や
と
り
で
の
一
日 

 

宮
﨑 

季
喜 

私
は
現
在
８
３
歳
、
介
護
度
支
援
１
、
年
初
開
所
し
た
ば
か
り
の
「
デ
イ

あ
や
と
り
」に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

私
が
此
処
で
過
ご
す
一
日
を
是
非
、
会
員
皆
様
知
っ
て
頂
き
た
く
、
文
章

は
手
が
震
え
か
け
ま
せ
ん
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
週
二
日
、

火
、
土
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
居
り
ま
す
。 

一
日
の
始
ま
り
は
先
ず
送
迎
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
時
間
の
正
確
さ
は
勿
論

で
す
が
、
職
員
の
皆
さ
ん
の
弱
い
者
に
対
し
て
の
心
づ
か
い
が
行
き
届
い
て

い
る
事
。
私
が
最
初
に
感
じ
た
の
は
此
の
事
で
す
。
こ
う
し
た
心
づ
か
い
が
、

家
に
帰
れ
ば
孤
独
に
苛
ま
れ
、
テ
レ
ビ
を
相
手
に
日
々
を
繰
り
返
す
老
人

達
に
ど
れ
程
勇
気
と
、
生
き
る
力
を
与
え
る
か
測
り
知
れ
な
い
、
物
的
で

は
贖
う
事
の
出
来
な
い
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
個
性
、
特
性
、
信
条
等
々
、

無
形
で
す
が
何
か
が
笑
顔
を
通
し
て
有
る
様
に
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で

す
。
「
デ
イ
あ
や
と
り
」
の
運
営
に
当
た
る
所
長
、
小
野
辰
夫
氏
の
努
力
、

手
腕
、
人
柄
に
負
う
事
の
大
き
さ
は
言
を
待
ち
ま
せ
ん
。
私
に
は
「
デ
イ
あ

や
と
り
」は
砂
漠
の
中
の
オ
ア
シ
ス
を
思
わ
せ
ま
す
。 

一
人
暮
ら
し
老
人
の
瞬
時
、
頭
を
よ
ぎ
る
思
い
は
、
ど
ん
な
表
現
が
適

切
か
な
と
考
え
て
見
ま
し
た
。 

砂
漠
を
旅
し
方
向
を
見
失
い
、
灼
熱
の
砂
の
中
、
絶
望
の
淵
に
立
た
さ
れ

た
旅
人
が
、
オ
ア
シ
ス
に
辿
り
着
き
、
先
を
急
ぐ
旅
の
短
い
一
時
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
木
陰
に
佇
ん
で
、
俺
は
助
か
っ
た
。
私
は
そ
ん
な
思
い
で
、
一
日

を
「デ
イ
あ
や
と
り
」で
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

あ
や
と
り
で 

過
ご
す
一
日 

尊
と
け
り 

 

命
延
び
る
や 

数
ヶ
月
で
も 

 

 

 

ご利用者の宮崎様から寄稿頂きました。多才な趣味をお持ちの方です。 渡邉通信員 

宮崎様 

自費出版の

小説 

撮られた写真 



  

 

 

  

 

 

 

   

作業所「ひまわり工房」 

 

 

 

 

 

 

 

  川崎リフォーム部 

 

 

 

 

 

 

 

   総合葬祭ゆきげ 

 

 

 

 

 

 

 

作業所「豆子の店」 
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小
瀬
村
和
夫 

総
代 

伊
勢
原
地
区 

 
 

躍
進
続
け
て
い
る
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

私
が
こ
の
仕
事
に
入
っ
た
の
は
二
度
の
定
年
を
過 

ぎ
、
７
０
歳
を
迎
え
る
頃
で
し
た
か
ら
５
年
に
な
り 

ま
す
。
毎
日
が
時
間
と
の
戦
い
で
あ
り
、
天
候
に
も 

左
右
さ
れ
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
２
月
の
大 

雪
の
時
に
は
チ
ェ
ー
ン
を
つ
け
て
透
析
の
利
用
者
の

方
を
病
院
ま
で
運
び
、
利
用
者
の
方
に
大
変
感
謝
を
さ
れ
ま
し
た
。
玄
関

ま
で
来
て
く
れ
て
、
安
く
て
助
か
る
よ
と
、
笑
顔
を
み
せ
ら
れ
る
と
や
り

が
い
を
感
じ
て
疲
れ
も
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
親
切
、
思
い
や
り
の
あ
る

心
の
通
う
お
つ
き
あ
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

古
野
美
由
紀 

総
代 

相
模
原
地
区 

 
 

創
立
１
５
周
年
記
念
実
行
委
員
会
の
報
告 

 
 

 
 

 
 

 
 

先
日
第
一
回
の
実
行
委
員
会
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー 

マ
を
「
認
知
症
」
と
し
て
１
１
月
１
６
日
に
記
念
イ 

ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
の 

映
画
の
上
映
、
組
合
員
の
交
流
会
や
活
動
の
発
表
、 

ヘ
ル
パ
ー
の
学
習
、
ま
た
一
般
の
方
に
神
奈
川
高
齢

者
生
協
を
知
っ
て
頂
く
事
な
ど
を
目
的
に
検
討
を
始
め
た
ば
か
り
で
す
。

ご
利
用
者
様
や
お
知
り
合
い
の
方
な
ど
で
、
展
示
が
で
き
る
も
の
を
創
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
や
、
発
表
の
場
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
い
う
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
声
を
お
か
け
し
て
頂
い
て
、
是
非
皆
さ
ん

と
一
緒
に
創
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

岩
田
由
美
子 

総
代 

伊
勢
原
地
区 

 
 

医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
事
業
所
を
目
指
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
い
た
ど
は
、
現
在
私
を
含
め 

２
６
名
の
体
制
で
訪
問
介
護
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

い
た
ど
は
、
以
前
よ
り
在
宅
医
療
に
関
心
を
も
ち
、 

私
た
ち
で
も
何
か
で
き
る
事
は
な
い
か
と
思
っ
て
お 

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
い
た
ど
で
訪
問
介
護
を

利
用
し
て
い
た
だ
て
い
る
利
用
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
、
訪
問
看
護
と
し
て

入
っ
て
い
る
事
業
所
の
方
か
ら
、
介
護
事
業
で
喀
痰
吸
引
の
事
業
所
登
録

を
し
て
、
協
力
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
の
お
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
は
日
頃
の
私
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
を
評
価
し
て
頂
い
て
い
る
か
ら
だ
と
思

い
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
責
任
の
重
い
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
在

宅
介
護
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
い
、
２
人

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
に
相
談
を
す
る
と
「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
心
強

い
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
２
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
介

護
福
祉
士
で
す
の
で
、
す
ぐ
に
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
様
々
な
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
働
く
私
た
ち
の
や
り
が
い
を
探

し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
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小
野 

辰
夫 

総
代 

相
模
原
地
区 

 
 

開
所
後
の
デ
イ
あ
や
と
り
の
状
況 

 
 

 
 

 
 

組
合
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
相
模
原
ケ 

ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
や
と
り
の
職
員
、
福
祉
移
送
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、
組 

合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
、
今
年
度
４
月
は
利
用
者
数
の
予
算
を
超 

え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
現
在1

箇
所
の
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
、 

１
５
箇
所
の
居
宅
介
護
事
業
所
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、
利
用
者
様
は
２
１

名
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
が
、
利
用
者
様
の
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
広
く
宣
伝
活
動
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

２
階
の
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
は
、
手
芸
の
集
い
グ
ル
ー
プ
や
、
医
療
生
協
の
組
合
員
、
地
域

の
子
供
た
ち
に
踊
り
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
な
ど
が
利
用
し
て
い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
黒
字
へ
の
道
の
り
は
険
し
い
の
で
す
が
、
今
年
度
中
に
も
デ
イ
あ
や
と
り
は
も
う

大
丈
夫
だ
と
、
皆
様
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

 
 

瀬
能 

恵
津
子 

総
代 

伊
勢
原
地
区 

 
 

ミ
ニ
デ
イ
を
開
催
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
た
ど
通
所
介
護
事
業
所
で
ミ
ニ
デ
ィ
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
地
元 

の
組
合
員
か
ら
の
ご
提
案
で
、「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
っ
て
ど
ん
な
事
を
し
て
い 

る
の
で
す
か
？
」「
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
け
れ
ど
」
と
の
要
望 

か
ら
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
方
が
自
治
会
の
方
を
誘
っ
て
、
１
０
名
ほ
ど
参 

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
前
中
は
パ
ワ
リ
ハ
の
機
械
を
使
っ
て
ス
タ
ッ
フ

が
丁
寧
に
教
え
て
指
導
を
し
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
気
に
入
っ
て
頂
き
、
パ
ワ
リ
ハ
ク
ラ
ブ
に
３
名

の
方
が
来
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
昼
食
を
食
べ
て
も
ら
っ
て
、
午

後
に
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
と

て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
と
交
流
を
持
ち
な
が
ら
、
定

期
的
な
ミ
ニ
デ
ィ
を
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

総
代
の
発
言 (

要
旨) 

 
 

青
木 

寿
美 

総
代 

 

藤
沢
地
区 

 
 

採
算
の
と
れ
る
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
希
望
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
は
、
１
日
も
早
く
採
算
の
と
れ
る
事
業
所
に
な
ろ
う
と
が
ん
ば
っ
て 

お
り
ま
す
。
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
が
意
識
を
持
つ
事
が
大
事
と
思
い
、 

事
務
所
に
毎
月
の
利
用
者
獲
得
件
数
を
掲
げ
た
り
、
毎
月
の
ミ
ー
テ
ィ 

ン
グ
時
に
、
内
部
研
修
・
伝
達
講
習
・
実
技
研
修
を
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を 

目
指
し
た
り
、
気
合
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
私
た
ち
も
、
先
輩
事
業
所

の
多
く
が
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
訪
問
介
護
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
福
祉
、
地
域
生
活
支
援
の

認
可
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
車
の
両
輪
の
ご
と
く
、
そ
れ
ら
を
伸
ば
し
、
利
用

者
様
の
希
望
に
応
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

乗
松 

美
子 

総
代 

相
模
原
地
区 

 
 

募
集
な
し
で
も
ヘ
ル
パ
ー
が
応
募
し
て
く
る
事
業
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
齢
協
は
今
年
で
１
５
周
年
を
迎
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
や
と
り
は 

訪
問
介
護
事
業
所
第1

号
と
し
て
開
所
し
て
、
こ
の
４
月
か
ら
１
４
年 

目
に
入
り
ま
し
た
。
訪
問
介
護
か
ら
、
居
宅
介
護
支
援
、
障
が
い
者
福

祉
、
福
祉
有
償
運
送
、
孫
の
手
と
す
べ
て
の
部
門
を
順
調
に
ヘ
ル
パ
ー 

の
協
力
の
下
、
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
新
人
の
ヘ
ル
パ 

ー
募
集
を
し
な
く
て
も
、
現
在
あ
や
と
り
に
い
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
紹
介
で
、
ヘ
ル
パ
ー
の
数

を
増
や
し
て
い
ま
す
。
最
近
も
４-

５
名
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
仕
事
を
始

め
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
現
在
い
る
ヘ
ル
パ
ー
を
大
切
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
長
く
仕
事
を
続

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
事
情
も
考
慮
し
て
い
ま
す
。 
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